
平成２３年 ３月２９日

国道１８号妙高大橋は、新潟県妙高市二俣～坂口新田に位置し、昭和４７年に
供用開始され３８年経過した、橋長３００ｍの４径間連続ＰＣ箱桁橋梁です。

平成２１年１２月の補修工事中に、一部のＰＣケーブルの破断が発見され検討
委員会を設置し、詳細な調査を行ったところ、他の箇所においてもPCケーブルの

破断を発見し、全体で２２本のＰＣケーブルの破断を確認しました（橋梁全体で５
０４本のＰＣケーブルが配置されている）。

橋梁にダンプトラックを載荷する試験等を実施した結果、現況交通程度の供用
には支障がないことを確認しています。
ただし、ＰＣケーブル損傷の進行を考慮すると、将来的には抜本的対策として架

け替えが必要となります。当面の対応として、外ケーブル補強による補強工事を
行います。

なお、補強工事に際し、現地で短時間の通行止めや片側交互通行規制を行い
ます。
このため、交通誘導員を配置するなど、管理体制を充実させ、安全な交通の確

保に努めますので、皆様のご協力をよろしくお願い致します。

～一昨年発見された橋桁ＰＣケーブル破断の
補強工事に着手～

国道１８号

妙高大橋の補強工事実施について
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至 上越

補強工事概要図
○ 現況の箱桁内に６本の補強ケーブルを設置します。

○ 水の浸入を防ぐための橋面防水工

至 長野
補強ケーブル

１．橋梁概要
○ 完成年度 昭和４７年度（１９７２） 供用年数３８年
○ 橋梁諸元 橋長 ３００ｍ ４径間連続ＰＣ箱桁橋
○ 架設工法 プレキャストカンチレバー架設

２．工事場所
○ 妙高大橋 （新潟県妙高市二俣～坂口新田地先）

３．工事工期（予定）
○ 平成２３年４月～平成２３年１２月

４．工事概要
○ 外ケーブル補強 Ｎ＝６本
○ 橋面防水工設置
○ 伸縮装置補修 など

妙高大橋補強工事について



◆ 妙高大橋ＰＣケーブル破断の対応経緯

○平成２１年１２月 １日 補修工事中に第一径間においてＰＣケーブル破断の発見
○平成２１年１２月 ７日 有識者による現地状況調査を実施。
○平成２１年１２月 ７日 終日の片側交互通行規制開始
○平成２１年１２月１６日 ダンプトラック６台（１２０ｔ）による静的載荷試験の実施
○平成２１年１２月２５日 調査結果より安全性を確認し、片側交互通行規制解除
○平成２２年 ２月１５日 第一回 妙高大橋保全検討委員会設立・開催

○平成２２年 ３月１３日 第一径間待ち受け台の設置完了
○平成２２年１１月１８日 第二回 妙高大橋保全検討委員会開催
○平成２３年 ２月１８日 第三回 妙高大橋保全検討委員会開催
○平成２３年 ３月２５日 妙高大橋補強工事の請負業者決定

妙高大橋 ＰＣケーブル破断の対応について

◆ 今後の対応
３回に渡って実施した妙高大橋保全検討委員会の意見等を参考に、ＰＣケー

ブル損傷の進行を踏まえ、将来的には抜本的対策として架け替えが必要。

今後の対応は下記のとおりです。
○ 橋梁にダンプトラックを載荷する試験等を実施した結果、現況交通程度の供用には

支障がないことが確認できたことから、橋梁架け替え完了までの間、当面現橋を継続
供用する。

○ 橋梁架け替え完了までの間は、外ケーブル補強による補強工事と管理体制の充実
を図る。

○ 補強工事は、平成２３年度に実施し、外ケーブル補強と同時に橋面防水、伸縮装置
の補修等の損傷原因（漏水等）の除去を実施する。

◆ 管理体制
妙高大橋の管理体制は、下記のとおりです。
○ ひずみ、たわみを監視するモニタリング、ＣＣＴＶによる監視、日常パトロールによる

日常管理を行う。また、地震発生時の異常時には、異常時点検を行う。
○ 定期的な詳細調査等を実施し、現橋の変状やＰＣケーブル損傷の進行状況を確認
する。

○ 第一径間のステージングによる待ち受け台の在置、特殊車両の重量規制を行う。
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